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.':
獅
逸
鈒
行
が
獨
逸
商X
業
の
援
胁*
た
か
、.!
-或
又
企 

業
精
神(

a

§̂
&
I
J
'̂«
es*
-)

の
刺
戟
藉
た6
.し
事 

は
、遂
に
、
天
患
少&

窭
靡
ぜ
る
獅
逸
商
エ
業
の
熾
榮
‘ 

を
髒
&
し
た
、
蓋
し
、
資
本
主
義
的
精
神
を
以
っ
.て
經
，
 

濟
體(Wirtsc

r'ftk5rper)

fc
充
た
す
事
に
ょb

v

v速 

か
に
資
本
主
義
的
組
織
に
推
翁
す
る
を
得
る
か
ら
で

あ 

る
、
獨
逸
銀
行
の
蒔
き
た
る
種
子
は
漸
次
生
長
レ
て
、

. 

驚
歎
す
ベ
き
獨
逸
商
工
業̂:
な
ド
ヽ
而
し
て
今
や
播
き

I 

た
る
稱
子
を
自
ら
別
る
べ
き
時
期
.̂

な
つ
た
、
彼
の
正

) 

切
梁
務
へ
の̂
次
が
推
移
は
是
れ̂
語
る
の
で
あ
る
。 

蓋
し
資
本
の
充
實
と
比
例
し
て
芷
則
寒
務
の
發
達
を
見

. 

る
か
ら
.で
あ
る
、
さ
れ
ば
總
收
ス
の
變
化
の
形
態
は
銀 

标
0.
國
民
經
濟
た
及
ぼ
ず
ヽ
賀
献
、
影
響
の
變
化
を
示

す
も
の
で
あ
ぐJ

。
.

0
0

1

二
八

西

比

利

亞

必

‘
經

濟

的

意

義

£

 

\

-

,阿

部

秀

助

'
ニ
十
四
バ：

':
:;
.1
: 

治
海
州
が
最
も
農
業
に
適
せ
る
地
方
な
ぅ
ど
は
久
し 

く
、
世
人
の
間_に
信
ぜ
ら
れ
し̂
も
不
枸
.ヽ
事
實
ヽ
同 

州
面
»
の
三
分
ん
ー1
以
上
ば
£
陵
地
に
し
て
ヽ
興
間
農.
 

勤
に
適
せ
る
地
方
は

「

ゥ
ス
1

|」

派
の
流
域
と「

ヽ
ノ
ン 

コ
、
.ヤ

.

ケ」

低

地

地

方

「

ス
コ
ト
グ

」「

ミ
ア
ハ

」
「

シ
ト
ツ 

アJ ,

諸
流
の
流
域
地
方

「

ス.力
ン
.

」「

ポ
、
.
シ
エ
ツ
ト」

高
地 

等
0
地
方
ゆ
_

し
で
ヽ
以
上
地
方
の#
徵
は1111S 

場
合
を
除
き
多
く
是
等
の»
方
^
於
げ
る
河
：流
は
秋 

冬
の
雨
季
R
於
て
枯
渴
し
ヽ
之^*
に
K .
し
て
春
獨
の
兩 

季
に
は
恰
の
如
き
急
流
を
呈
す
る

》

S

鬼
か
ら 

ず
、
加
ふ
蛛
^
四
月
ょ
り
六
用
に
か
け
で
寒
冷
な
る
濃 

霧
に
襲
は
れ
、
：
時
と
し
ぬ
此
濃
：霧
は
：七
月
に
及
.ぶ
乙
と 

あ
夂
-斯
ぐ
て
歐
露
发
而
太
り
の#.
象
は
自
已
が
尜

I

だf

驗
せ
ざ
る
此
自
然
現
象
の
爲
め
に
或
は
水
害
の
厄 

.
に
®

&、
或
者
は
濃
霧
の
爲
め.に
作
物
の
發'育
|:
妨 

げ
ら
れ
、
非
常
な
る
困
雛
代
遭
遇
せ
し
が
卜
其
後
、
虫 

,那
朝
鮮
爾
方
而
ょ̂S

の
移
住
者
の
援
胁
を
受ぐ
る
.に
.

..至
6 V

玆
：に
以
上
の
困
雛
よ
^
輕
じ
て
脫
す
る
比
至
：れ

、

ノ
 

U

 
十

五

■
.

,-
露
國
は
此
地
方
を
占
領
す
る
と
共
に
、
歐
.露
方
茴
ょ 

A
Vの
移
^

^
獎
勵
せ
し
も
、
然
か
も
當
時
陸
上
に
於
け 

る
交
®
の
不
慨
な
る
こS
は
、
是
等
の
移
住
者
を

J

て 

歐
露
方
面
ょ
.ぅ
此
地
方
に
轉
炮
し
む
る
.に
短
ぐ
で
\
夂
、
 

月
、
長
く
て
約
一
ヶ
年
华
を
空
#
せ
し
め
し
結
果
、
爲 

め
に
政
府
の
保
！

I、

獎
B
も
充
分
な
る
効
架
を
泰
せ
ず
、 

3t
後
、
_
®
艦
隊
に
•
ょ
り
て
極
東
方
面
と
の
趣
絡
成 

る
や
、
此
機
に
乘
じ
て
之
れ
が
移
民
の
墙
加
を
計
り
し 

も
、
之
れ
又
たa ：
費
用
の
此
較
俏
大
な
る
結
果
、
滿
足 

な

る

解

決

，策

と

な

ら

す

、
而

，し

て

此

州

に

於

け

る

眞

の 

,

想
士
ー
，餘

S

H

) 

'
雜
0

西
比
裂
の
終
證 #'

K
事
業
は
丙
比̂

即̂
鐵
道
開
通
の
；當
時
^
始
ま
り
し 

も
.の
に
‘し
て
 

> 殊
に
0

露
戦
役
後
に
於
て
，著
し
き
僧
加 

を
見
る
に
至
タ.，し
理
由
は
當
時
、.同
戰
役
に
從
事
：せ
し 

.

兵
士
が
歸M'
後
、
此
地
方0
有
鑛
な
.る
.を
唱
說
.ぜ
し
に 

一
依
6
し
も
：の
に.し
て
、
斯
ぐ
て
其
聲
に
應
じ
て
移
住
(>
.

來
-
し̂
者
は
眼
を
さ
へ
ぎ
る
も
の
な
き
沃
野
の
^
ぅ
に 

一
霧
深
&
丘
.陵
地
帶
0 :
存
す
る
を
見
て
大
な
る
朱
蕴
に
打 

:
.た
れ
し
-̂

の
な
b
sす
、
然
か
も
此
地
方
に
於
け
る
.農 

民
0
移

住

を

獎

勵

せ

レ

：
こ
と
.は

1
:
賦

、
.
.
木

工

、

锻
エ
の 

如
き
手
丁
ー
業
者
の
移
住
を
助
成
す
る
こ
と
ミ
な
ぅ

、
0 

ぐ
て
、
彼

等

は

此

地

方

の

小

都

食

に

居

住

.じ

て

日

本

人

又 

た
は
支
那
人

w

競
爭
す
る
に
至
れ6
。

U

十
穴

最

近

、
本

州

，に

於

け

る

金

鑛

業

は

著

し

く

不

振

の

狀 

態
に
あ
り
、
而
し
て
之
れ
が
主
要
な
る
原
因
は
、
資
金 

の
缺
乏
ヽ
.信
用
機
攔
の
緊
縮
及
勞
働
上
に
ぁ
り
て
は
支 

那
人
-

に

し

て

、

而
し
て
’
以

上

の

不

振

を

救

濟

す

る

瓶
，
親

. 

' 

、
第

1

パ
號
.
，

，1 

二
九
'
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十
.ご

盤(

八
兰
四

r
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’
M
.
V
錄

•四
比
利
踮

?>
'

籙

的

湓

鼢 

笫六號.
ニ

 

n
o

方
法
.ビ
し
て
は
次
ぎ
に
.述
-ぶ
る
が
如
&

策
を
必
婴
S

す 

即
ち
從
業
者
の
權
刹
K.
m

き
て
は
支
那
人
は
自
餘
0.
外 

國
人
ビ
同
等
の
®

礎
に
立
つ
可
き
こ
と
、
鑛
山
に
於
け 

る
彼
等
の
勞
働
を
制
限
す
る
こ
と
、
又
鑛
山
地
方
に
於 

け
る
水
摄
及
之
れ
が
®

力
を
知
る
必
要
上
、
政
府
は
自 

己
の
费
用
に
ょ
办
，て
之
れ
が
調
査
硏
究
を
な
す
こ
と
、
 

金
鑛
採
掘
遛
に
課
せ
る
、
粗
稅
及
手
數
料
を
低
減
す
る 

こ
ビ
、
及
、
從
來
、
秫
々
の
名
義
の
下
に
課
せ
ら
れ
し 

特
別
稅
を
全
廢
す
る
こ
と
、
典
他
州
立
銀
行
に
向
つ
て 

資
金
の
供
給
を
仰
ぐ
こ
S

、
鑛
山
地
方
に
於
け
\る
通
路 

の
改
善
等
な
b

s

T
。
 

'

尙
ほ
沿
；

g

州
に
於
け
る
鑛
業
は
最
近
著
し
き
變
化
を
. 

受
く
る
に
，生
れ
り
、
而
し
て
以
前
多
く
の
注
意
を
拂
ひ 

し
金
鑛
は
始
ん
ど
十
中
八
九
の
場
合
を
®

じ
て
不
成
功 

に
終
る
に
至
れ
办
ヽ
只
だ
現
時
、
之
れ
が
大
规
榄
に
經 

螫
せ
ら
る
、
も
の
は「

二
コ
ー
フ
ィ
エ
，フ
ス
ク」

の
附
近 

に
あ
る「

オ
ル
ス
ク」

金
®

に
し
て
、
其
他
、
殆
ん
ど

之
れ
.と
相
匹
敵
す
な
鑛
業
は
，，

「

テ
ツ
ィ
^

i」

騰
附
近
に 

ぁ
る
銀
及
錫
^

^
す
る
鑛
山
に
し
て
、
之
れ
•か
鑛
產
物 

は
原
料
の
ま
、
歐
洲
方
面
に
仕
向
け
ら
れ
>

又
、
千
九 

百
十1

1

年
に
於
て
米
國
方
而
に
.は
千
六
百
噸
の
輸
出
を 

見
る
に
至
队
$

、又
、同
年
、獨
逸
の
鑛
業
調
赍
漭
は「

ク 

ラ
デ
ミ
ル」

，及「

ド
デ
グ
ィ

ツ
ト

」

の
附
近
に
於
で
有
^
 

な
る
銅
鑛
脈
を
發
見
す
る
に
至
れ
り
。

.11

十
七
'
.

沿
海
州
は
於
W
る
製
材
業
ゆ
露
國
の
極
東
方
而
卩
於 

け
る
自
餘
の
諸
州
よ
り
も
非
常
な
る
發
達
を
な
し
即
ち 

现
時
此
事
馨
0
集
.中

せ

る

方

面

は

浦

鹽

漉

.

.

「

へ
バ
ロ 

N

 

ス
ク」

「

ゥ
ス
リ
ー」

鐵
道
に
沿
ふ
地
方
に
し
て
斯
く
の 

如
き
は
主
と
し
て
、
以
上
の
方
面
に
政
府
的
事
業
の
亦 

す
る
結
果
人
.̂

■の
集
中
せ
る
に
よ
る
も
の
な.
ど̂
す
、 

尙
ほ
此
方
而
に
於
け
る
製
‘#
*
に
供
せ
ら
る
ゝ
器
械
は 

極
め
て
近
世
的
の
も
の
に
し
て
多
く®
逸
及
瑞
典
よ
& 

輸
入
せ
ら
れ
し
形
跡
お
う
、
尙
ほ
現
時
に
於
け
る
製
材

業
は
外
國
市
場
に
於
て
有
効
な
る
競
帮
を
な
す
爲
め
に 

は
餘
り
に
生
產
费
高
き
に
失
す
る
も
、
然
か
も
船
材
ミ 

し
て
日
本
及
英
國
に
輸
出
せ
ら
る
、
も
の
必
ず
し
も
絕 

無
に
ぁ
ら
ず
ヽ
而
し
て
現
時
ヽ
此
業
に
關
述
し
で
注
意
す 

可
き
點
は「

二
コ
一
フ
ィ
土
フ
ス
•
ク」

を
去
る
四
十
哩
乃
'至
，
 

四
十
五
哩
：に
ぁ
る
黑
龍
江
の
一
ま
«
化
於
て
特
殊
な
る 

木
材
輸
出
潘
の
設
け
ら
る
る
$

な
6

$
す
、
若
此
-f
t

靈 

R

し
て
實
現
せ
ら
る
、
に
至
ら
ば
、
此
方
面
に
於
け
る 

fn
材
輸
出
上
に
非
常
な
る
影
響
を
，與
ふ
に
至
る
可
し
。

U

十
八

浦
鹽
泌
は
其
脊
地
の
、關
係
ょ
り
見
^
も
或
は
海
外
に 

於
け
る
商
？#
と
の
關
係
上
ょ
6

考
察
す
石
も
、
又

た

西| 

比
利
取
鐵
道
の
終
點
た
る
點
ょ
6

見
る
も
露
領
«
東

方

| 

面i
i

於
け
る
有
力
な
る
商
雜
た
る
を
失
ユ
す
、.
it
こ
千 

九
で
年
に
於
け
る
之
れ
が
輸
出
额
は
四
十.1

燕
七
千
噸 

に
過
ぎ
ざ
A

し
が
千
九
's'
十
，

一 

.年
に
.は
百
十
四
离
五
千

示
せ
6

、
而
し
て
此
滩
ょ
り
輸
出
せ
ら
る
、
«

恶
な
る 

商
品
は
主
ビ
し
て
北
滿
洲
の
莧
類
リ
マ
ン
チ
ユ
リ
ア」

及 

「

ウ
ス
リ
I」

方

而

ょ

木

#
、
最
近
組
織
せ
ら
れ
し 

地
方
的
工
業
ょ
彡
齋
ら
さ
る
、
鑛
產
物
及
製
造
品
等
に 

一
し
て
、
之
れ
に
對
し
て
輸
入
品
の
主
な
る
も
の
は
農
業 

|

R

使
用
せ
ら
る
、
機
械
、
器
具
、
鑛
業
及
農
業
上
の
用 

一
品
、
.
-及
食
料
品
等
な
.

X
す
、：

只
把
本
港
は
地
形
上
^

| 

’め
て
有
刺
な
る
地
位
を
有
す
る
に
不
拘
、
强
大
な
る
北 

風
は
屢
.々
M

寒
.
0季
節
に
於
て
.滩
外
に
大
な
る

氷
塊
を 

«

ら
し
爲
め
に
碎
氷
船
の
力
を
借
る
に
あ
ら
ず
ん
ば
通 

r

L
能
は
さ
'る

も

の

な

す

、

.^
,i
紐
逛
り】

气
ff
l
 

會

社

は「

ハ

ム

ブ

，
ダ

」

及「

ア

ン

ト

ツ

ー

ブ

J
V
J
®

鹽
滩 

ビ
の
問
に
新
た
に
一
航
路
を
開
か
ん
乙
と
を
，企
て
し
こ 

と
あ
&

し
と
共
に
.、'
.露
國
義
勇
艦
隊
は
«
ら
歐
露
方
而 

ょ
6

極
柬
の
露
領
に
輸
入
せ
ら
る
、
貨
物
の
價
格
を
5
 

廉
な
ら
し
む
る
爲
め
に
.

「

パ
ル
チ
ッ
ク」

諸
滩
ミ
前
扇
|

噸
上
な
&
、

f

の

間

运
s

s

s

s

bむ

る

計

畫

身

,

i
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1
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f i

_

I
m

I

_
I

1

第
十
二
^

f

I
%

: $
ぶ

I

I

I
i |
B

比

利

龃 .
の

m

濟

的

M

鞔

S
m

1

H
二

で
同
時
に
浦
鹽
®
と

「

パ
ン
グV

1
J
「

タ
士
マ
U「

シ 

ャ
ト
ル
じ
‘
の
問
に
も
之
れ
が
航
路
を
開
か
ん
と
せ
&
 ヽ

‘若
、
此
，最
痛
，の
鼾
靈
に
し
て
實
現
せ
；ん.か
、
北
米
合
衆
國 

'唸
露
領
鹿
細
15
と
の
間
^
.於
矽
る
腺
引
關
係
'«
從
來
に「 

此
1-
ヤ
著
し
き
發
逄
を
な
ず
に
連
る
可
し
ヽ
尙
は

「

ポ
1 

.

ト
.サ
ィ
ド」

、
の1

製
：鹽
會
社
は
專
&
漁
業
上
の
用
途
 ̂

.向
つ
て
自
己
の
製
品
を
轍
入
す
る
竽
段

w

し
て
沛
鹽
锥 

に
新
に
一
出
張
所
を
設
け
ヽ
見
っ
同
會
社
は
往
航
に
は
. 

鹽
類
を
復
航
^
は
埃
及
向
き
の
木
材
を
積
載
す
る
爲
め 

玆
：に
定
期
船
の
航
通
を
約
す
に
至
れ
，
b
o
:
:

:..II

十
九
ン 

.

,

沿
海
州
に
•於
け
.る

統

訃

局

.
の

調

査

に

よ

れ

ば

千

九

百

.ク」

.ゅ
興
子
三
莴
ニ
.千
酉
八
十
八
人
、
女
子
一
海
七
千 

三
酋
人
、
八S

計
四
萬
九
千
四
！

S

八
十
八
人
に
し
て
其
戶 

數
五
千
六
西
マ
ー
十
六
、「

ニ
コ
ラ
ィ
エ
'
フ
J

ク」

は
男
子 

八
#

ー4
+
七
入
ヽ
、
女

子

四

千

四

百

八

十

九

人

、
$

 f 

'
萬

：1
:

1

£苜
十
六
人
、其
月
數
午
九
贫
八
十
九
ヽ
尙
ほ
最 

近
調
査
.に
i

れ
：ば

浦

鹽

港

.在

住

者

は

軍

人

を

除

き

九

蘇 

四
千
九
百
三
十
五
人
其
啪
’

七

萬

.
一

千

六

莨

四

十

六

人
 

は
男
子
^

し
てI

I

萬
1
1
1千
ニ
西
八
十
九
人
は
_

な
り 

ミ
す
、
K

に
以
上|

の
人
口
电
五
萬
三
千
九
百
五
十
七 

人

は

露

國

火

、

七

西

八

十

四

人

2

»
國
に
籍
を
有
す
る 

朝
鮮
人
、
^

甸
六
十
七
人
は
土
人
即
ち「

ギ
リ
ァ
ク」

「

オ
ペ
ロ
チ
エ
ン
ス」

「

力
，ム
チ
ャ
ダ
ゲ」

に
し
て
其
他
、-

四

十
三
.年

j 

.月
ニ
日
に
於
.け
.る
；同
州
の
人
口
は
八
十
七
萬I.:

百
三
十
人
以
猶
太
人
、1

1.

百

^
<
^

(

人

の

韃

龃

人

八

千
 

1
1
1千

六

苜

六

士11人
、
M

R
之
れ
を
細
別
す
れ
ば
：「

二 

ニ
百
十
^

の
朝
鮮
人
1
1萬

八

千

七

评

八

十

七

人

の

'支

那 

n

ケ
ス
ク
、
ク
ス
タ
ス
ク
：1-
は
劣
子
二
與
S

千
八
百
四
人
千
八
西
三
十
人
の
：日
本
八
ぁ
：り
9
へ
 

v

 

十

三

人

、
'
女

子
1

萬

八

百

七

十

五

人

合

計

|
#萬
«

甲

七
' 

' 

:

. 
i

H
t

v
...:'

公 

商

十
A

人

に

し

て

其

只

數

鸭

千

四

十

四

、

「

パv
y
.

フ

ス

沿

海

州

に

就

き

ギ

^

匕

多

ぐ

赃

究

せ

ら

^

し

は

千

九

百
十
一
ー
年
の
こ
^

に

し

て

ヽ

幾

多

改

善

の

事

業

が

企

て 

ら

れ

し

中

に

、

*

も

多

く

の

注

意

の

拂

れ

し

間

題

は

之

- 

れ
が
沿
海
地
方
^

於
け
る
汽
船
交
通
及
通
信
事
業
に
し 

て

「

カ
ム
チ
ャ
ツ
，
力

」

と

の

汽

船

交

通

は

妻

期

に

於

け 

る

義

勇

艦

隊

所

属

汽

船

：の

通

航

に

：よ

て

非

常

な

る

®
 

益

を

被

む

名

に
'
,至

れ

汝

、
郎

ち
.之
；
れ

か

爲

め

に

同

方

-l
f
 

の

漁

場

に

赴

バ

潘

の

爲

め

^

非

常

な

る

便

釔

來

た

せ

.

CV 

が

ぼ

是

等

の

船

舶

は

秋

期

に

於

：て

は

»

ら

漁

獲

物

を.市 

場

に

蓮

搬

す

る
.任

務

は

服

す
^，
も

の

な6
 
，と
す
。 

一
 

外
國
^

に
.對
じ
^
沿
岸
質
易
?:
禁
止
す
る
法
律
及
露| 

»
£
4國
旗
，の
_下
に
：此
方
面
の
交
通
を
.統
ニ
.
す
る
政
策
は
. 

其
後
幾
多
の
變
化
を
被
む
る
に
至
れ
夂
之
れ

よ

.

^

先

| 

き
沿
岸
贸
為
は
主V

J
k

て
支
那
及
朝
鮮
の「

ジ
ャ
ン
ク」

\

に
よ
b

て
營
ま
れ
し
が
新
法
令
の
發
布
ビ
共
に
禁
止
せ
. 

'£
>
る
. 

>
忙

至

れ

6
.
。
. 

'

露
領
極
®

地
方
の
海
上
交
®

は
義
切
艦
隊
、匕「

カ
ク 

ン
ト
、
力
ィ
ゼ
ル
ジ
ン
グ」

汽
*

會
社
に
し
_て
ヽ
--前
者 

,辩
1」

卷
,

(

八
H
七)

雜

㈱

舞
利
踣
，§

濟
§

.

は
北
部「

オ
'ホ
：
ツ
ク

」

海

及「

灰

ム

チ

ヤ

ツ

カ

」

方

面

：の
航
：
 

'

路

に

從

事

し、' 
'
後

者

：は
：黑

龍

江

及
「

ク
.ス
y

丨」

i

、
B: 

本

海

の

：通

航

權

を

握

り

、

斯

.：ぐ

て

此

方

®

に

於

け

る

沿 

岸
貿
易
の
漸
次
發
逮
す
名
に
.，つ

れ

て

ヽ

他

航

路

.の

必

要
 

j

發
生
.'せ
，b
、
但
極
‘束
方
面
に
於
け
る
®

國
船
舶
交
通
■の 

\

濒
繁
な
ら
ざ
る
，_
由

ば

逢

と

し

て

資

金

：
の

缺

乏

》

國

土 

j
.

最
候
の
特
殊
性
^

よ
る
：も
の
な
み
と
す
。
殊
に
氣
候
.

| 

.:の
險
惡
な
4

こ
ビ
«

沿
岸
貿
易
.の
發
達
を
阻
害
.せ
&
、

|

即
ち
ボ
イ
シ
土
.ツ
，ト
.U.
®

を
：除

き

、

十

J
,

月

下

句

よ6
 

-
四

月

文

た«'
五

月

下

甸1;
至
る
問
0

風

波

は
.&
む

な

ぐ 

沿
岸
交
羅
の
汽
船
を
じ
11
,其
航
海
を
^
絕
が
し
む
る
を_ 

常
と
ず
。.
.而
し
て
之
怜
が
主
耍
な
る
股
因
を
な
ず
も
の
，

は
^

組

水

、夫

の

勞

銀

.

の
著
し
く
高
き
れ
失
す
るR
よ
る 

こ
ど
な
り
と
す
、
荷
ほ
千
九
瓦
十
ニ
年
に
は
特
に
三
十 

三
噸
以
上
の
積
載
カ
を
有
す
る
も
の
妃
限
り1
1!
/
;
を
を 

與
へ
て
此
方
而
の
交
通
を
獎
勵
せ
し
も•の
な
b
ど
す
1

. 

黑

骼

江

-鐡

逍

の

東

部

H

«*
は「

ハ
バ
口
ス
ス
ク」

の
北 

靈

(
-パ

/

ナ

：

第
六 

¥
 

, 

a

H

H

,
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第
十1‘I

卷

■

(

八
三
•八> 

雜
.

錄
.
.西
.比

醤

：の
經
濟
的
意
義 

,

.

-

.
s
i
, 

,

3

四 

部
地
方
に
，向
つ
て
非
常
な
る
涟
氣
を
與
ふ
る
に
、至
$

、

能
ば
ざ
る
画
雛
あ
.
&
、
.斯
く
て
千
九
西
十
；一 .

年

國

立

‘銀 

千

九

西

十

ニ_
に

は

此

方

而

の

鐵

逍

エ

事

.に

從

事

せ

し

，
行
は
昝
町
村
の
間
に
股
菩
又
た
は
信
用
.に
關
す
る
小
#

•

.も
の
萬
を
以
'て
數
ふ
、
又
郵
便
、
及
電
信
局
は
此
鐵
遨：，

行
を
設
®

受
じ
.妁
.、.
國

立

姐

行

：は

是

等

の

小

银

行

に

對 

•

に
沿
ぶ
て
設
置
せ
：&
れ
.、
»

路
0'
新
說
.其
他
新
村
し
て
五
官
卵
乃
至
中
五

^

卵
を
限
^

^
貨
興
せ
し
が
、
、：

.

落

、
新
移
往
地
は
是
等
、
停
軍
場
附
近
ド
發
生
し
、
幾 

一

©
等
銀
行
.の
內
に
は
漸
次
«
務
の
發
錄
に
つ
れ
て
、
一
、

多
の
.縦
山
一
師
ぼ
金
、

'及

石

聚

の«

脈
を
發
見
す
る
に
.忙

\
I
I

年
を
經
.過
：せ
ざ
る
S

K
或
费
ば
資
金
を
增
加
し
、.
或 

し
ぐ
.
"
.又
事
實
鐵
遨
線(

の
附
近
に
は
良
質
の
.炭
田
存
し
一
赉
は
株
式
組
織
.に
變
11
ム

忙

吾

人

が

俞

.は

述

べ

し

如

く 

.
黑
龍
江
鐡
道
は
是
等
の：

炭
田
ょ
h

其
供
給
を
仰
ぐ
乙
ミ
|

獨
立
0

營
業
を
有
ず
る
に
：至
6

‘し
も
の
な
り
と
す
。

を
約

.

せ
ム

.

、
又
浦
■

铧
に
於
け
る
市
街
電
氣
鐵
道
は
千

 

一

_
之
れを

.

要
す
る
に
、
：最
近
、
是
等
の
方
.面
に
於
て
大 

九
西
十
ニ
年
を
以
て
完
典
せ
り
。.:\

な>
<

>

變
化
を
興
ふ
可
し

i
l

r

へ
ら
れ
，し
も
の
ば
黑
龍
江 

.

中
九
首
十
二
年
に
ば
都
市

W

村
落
と
：を

問

ば

ず

漸

次

I

鐡
遨
、：
及「
ク

f

」

鐵
道
の
如
き
工
事
^「

；
コ
ラ
ィ 

私
立
銀
行
が
政
府
の
援
助
：を
離
れ
て

»

立
す
る
も
の
多

j

チ
ク
ス
ク

」
浦
鹽
' *

»

「

ァ

レ

キ

す

シ

ド

ロ

，
フ

ス
ク」

の

 

.

為
傾
向
を
生f

る
に

'

至
れ

'

ぅ
、
蓋
、
極

策

方

面

に

於

け

る

1

築
港
^;
事
等
な
レ‘
と

す

。
：
：

露
國
の
領
土
廣
大
な
るV

其
人
口
の
稀
薄
な
るV

J、'

金吾人は

最
後
：に

露

領

極東
方
面

と

米

國

と

の
通
商
關
.

,

融
機
關
の
太
中
心
ビ
小
巾
心
と
の
間
に
其
距
離
の
大
な

:

‘

係
は
就
き.

て述ぶ可し、蓋、兩
者
の
間
に
直
接
的
交
，

る
こ
.と
は
村
落
生
活
を
な
す
も
の
を
し
て
一
柳
有
事
の
通
を
有
せ
ざ
，

CV

し

こ

と

は米國
の
此

方面
に
於
け
る
取 

場
合
に
於
て
充
分
に
银
行
其
者
を
刺
用
せ
し
む
る
こ
ビ
引
を
阻
害
ぜ
し
め
し
へ
こ
：.と
^

^
ら
ず
、
；故
に
来
國
に
し

て

此

方

面

の

；間

題

を

解

決

ず

る
.に

於

て

は

、
從

來

輸

入 

せ

ら

れ

し

農

業.上
.の
機
.械

、

自

動

艇

ヽ

自

動

祺

、

製

材

：
 

用

機

械
'-
%
鑛

山

用

機

槭

、

「

コV

デ

ン

ス

ミ

ル

ク

」

等
は 

.K
に

大

な

.る

價

格

に

達

す

，る
に
.至
る
.可

し
、
.只

だ

是

等 

貨

物

取

引

を

し

て

發

達

せ

し

む

る

爲

め

に

は

以

上

述

、
、
/ 

た
.る

直

接

的

連

絡.を

計

る

以

外

に

沛

鹽

港R
於

て

ゑ
®
 

人

の

合

同

的

代

趣

店

?:
設

ぐ

る
 >」

，
ヒ

；
必

要

な
.
&
,、勿
If
、 

此

代

漣

店

の

中

心

入

物

は

露

語

と

露

國

の

事

情

に

通

曉 

せ

し

苕

な

ら

ざ

る

可

か&
ず

。(

完)
：

，
_

:

高

城

#

〈

次
.
.郞

ご

：
：

•，第
_
節

槪

霄

‘
 

\

.

I

融
通
階
級
內
に
於
け
，る
利
子
步
'合
は
、
其
階
級
內

婼
十
こ
卷• 

$

3

雜

:0
利
子
少
合
案
衡
，

に
現
存
す
る
融
通
資
金0
爾
用
と
供
給
ミ
の
ム
：致
す
る' 

點
に
於
て
定
ま
名
も
の
次
れ
ば
、
同
一
融
通
階
級
に
て 

は
資
金
の
«
借

;«
總
1:
:均
：|
.
の

利

，子

步

合

を

以

て

籽

は
 

る
"

A

の
顧
向
%
有
ザb

v
j

看
做
す
乙
.ビ
を
得
可
し
？
さ
：，
 

|

れ
.ど
，、“
甲
の
融
通
職
級
.；に
.於

て

行

は

る

.
、
利

子

步

合

は
 

乙

.の

融

通

階

級

.
に

於

て

行

は

る

>利

：子

步

合

ヒ

如

何

衣
 

™
る
關
係
.を
有
す
る
令
。
此
南
衮
は
常
に
平
衡
を
保
つ
も 

I

0

な

る

か

：、

將

た

文

各

々

其

讓

を

異

)

に

す

る

も

0

な

办 

|

や

0

是

れ

莪

人

0
.
講

寒

ん

：と

欲

す

る

所

な

$

と

す

0 

\ 

;
旣

に

.再

三

本

誌

に

於

て

說

述

せ

る

が

，
如

ぐ

、

或

，一
定

<

一
®
±

地

，に

在

住

す

：る

.者

は

各

：々

輿
_財

產

、

職

樂

及

び

，
 

用

等

を

•標

準

ビ

じ

て

數

個

又

は

數

十

個

の

織

通

階

雜

に

.

Y

分
た
れ
、

.

各
人
は
自
己
め
屬
.す
る
階
級
內
に
於
て
資
金
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